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This paper focuses on a business Japanese education program for MBA students. It proposes 
the “compound-eye program evaluation system,” in which all participants of the program, 
including students, teachers, lesson collaborators for visitor sessions, and the MBA course, are 
supposed to participate. The paper examines how this system has worked effectively by 

























表 1 従来型評価と本研究が目指した評価 
 従来型評価 本研究が目指した評価 
評価方法 固定的 動的 
評価の時期 定点的 段階的 
評価主体 教師中心 すべてのプログラム参加・関係者 

























実施した。両コースとビジター・セッションの概要は、表 2 の通りである。 





表 2 コースとビジター・セッションの概要 
レベル 
Business Japanese Intermediate（以下、BJI）（2013 年度～） 
Business Japanese Advanced（以下、BJA）（2014 年度～） 
授業 
時間数 






BJI  2013 年度:6 名、 2014 年度:4 名、 2015 年度:8 名、 2016 年度:6 名 






























 4 年にわたって実施した評価の概要は、以下の通りである。 
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(1) 学習者に対するゲストの評価（1 年目：2013 年度） 
(2) プログラムに対するゲストの評価（3 年目：2015 年度、4年目：2016 年度） 
(3) ゲストに対する学習者の評価（4 年目：2016 年度） 



















































て設定したのである。この改善の結果を、学習者 A、 Bの事例から以下に示す。 




すいデータ提示ができた。学習者 A の修正前と修正後のスライドを、図 1に示す。 
 
 
図 1 学習者 A の修正前（左）と修正後（右）のスライド 
 
 次に、学習者 B はビジネス用携帯電話の開発について提案を行い、ゲストから「IT
なので開発は早めにすることが望ましい。キャッチコピー、セールスの仕方を考える
こと」（ゲスト活動記録より抜粋）との助言を受け、“How long will it take-quickly、 
Catch phrase & Name”（学習者 B 活動記録より抜粋）とメモを取り、発表内容を修正
した。 




図 2 学習者 B の修正後のスライド 
 
次のプレゼンテーションのセッションでは図 2のスライドを提示し、「この携帯の名前
は IBM の THINK という企業理念から Thinkphone、キャッチフレーズは『スマーター



















課題として注目したのが表 4に挙げた 2 点である。 
 










































ケートからは表 5 のような声を聞くことができた。 
 





















 4.3.1 で見たアンケートのコメント（表 4）からは、ゲストが学習者の理解度を把握
































4.5 プログラムに対する MIB の評価 
 本プログラムが学習者の所属する研究科（MIB）の要請によりカスタマイズされた
ものであることは既に述べた。前節までに見た教師、学習者、ゲストに加え、第 4 の





  Learning benefits: 
  After introduced BJA & BJI discovered an unexpected benefit: 
  Students started displaying a significantly greater appreciation of the : 
  ・social dimensions (contextuality) & 
  ・behavioral characteristics (empathy) 
  defining organizational behavior & managerial processes in Japan 





















(3) ゲストに対する学習者の評価（4 年目：2016 年度）をゲストに伝えたことで、セ
ッションにおけるゲストの振る舞いに変化が生じ、教育効果が一層高まった。同時
に、セッションがより円滑に進むようになった。 









































1 本論文は、2015 年度第 24 回小出記念日本語教育研究会（国際基督教大学）ならび
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